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酒田市立資料館第２３１回企画展 

ありがとう４５年 未来へとつなぐ酒田の宝物 
館蔵品展 その２－歴史資料－ 
 
令和５年６月８日(木)～８月１日(火) 

 

酒田大火（昭和５１年１０月２９日）の復興記念事業と

して、地元の歴史や文化を伝える資料を後世に伝えていく

ことを目的に、昭和５３年(１９７８）５月１８日に開館し

た酒田市立資料館。市民の皆様をはじめ、県内外を問わず

たくさんの方に親しまれ、利用されてきましたが、今年９

月３０日をもって４５年の歴史に幕を下ろすこととなり

ました。 

今後は、酒田市立光丘文庫とともに、歴史的公文書も合

わせ郷土の資料を収集、保管、展示していく施設として、

令和６年度に酒田市総合文化センターの市立図書館跡に

新たに開館する計画となっています。 

当館が収蔵する資料の点数は、この４５年間で寄贈、寄

託、購入によって約１３,０００件、６０,０００点余りになりました。当地域の歴史・民俗・産業・文

化を紐解くために、次世代にも残していかなければならない貴重な宝物です。 

本展では、当館での最後の企画展として、｢その１－文化・娯楽資料－｣「その２－歴史資料－」｢その

３－人物資料－｣の３回に分けて、館蔵品の中から展示する機会の少なかった資料を中心に紹介します。

第二弾となる今回は、亀ヶ崎城時代の酒田の古絵図をはじめ、電灯の点灯、電話の開通、鉄道敷設など

が進んだ、明治以降の酒田の近代化のあゆみを伝える資料や古写真、町並みの変化が分かる明治～昭和

の中心市街図などを展示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開館直前の酒田市立資料館 

土門拳 揮毫「酒田市立資料館」 

 現在も使用されている｢酒田市立資料館｣の題字は、酒田出身の写真家・土門拳によるものです。昭和５３年当時、

土門拳は２度の脳出血のため右手がきかず、車いすの生活を送っていましたが、相馬大作市長(当時)より直々に依

頼を受け、不自由な体をおして左手で書きました。 

開館初日の資料館の様子 

昭和５３年(１９７８)５月１８日 

 

 第１回企画展｢酒田のあゆみ｣は８月２７日まで開

催されました。縄文時代の石器や土器などの考古資

料から、江戸時代の絵図、古文書などの歴史資料、鵜

渡川原人形などの民俗資料まで、さまざまな分野の

資料を展示して、酒田の歴史をたどりました。 
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昭和５８年(１９８３)撮影 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料館開館時に｢酒田市立光丘
こうきゅう

図書館｣から譲り受けた資料 

酒田市立資料館ができるまで、酒

田市には歴史的な資料を総合的に収

集、保管する施設がありませんでし

たが、現在の｢酒田市立光丘文庫｣の

前身にあたる｢酒田市立光丘図書館｣

では、古文書などの文献資料以外に、

民具や武器、考古資料などを収蔵し

ていました。 

資料館では開館にあたって、光丘

図書館から文献以外の資料約１,９

００点を譲り受けています。現在、

２階の常設展示室に展示している黒

森遺跡や城輪柵跡の出土品、亀ヶ崎

城関係の資料をはじめ、酒田の歴史

や文化を伝える貴重な財産として、

今日まで保管してきました。 

 

 

 

資料館開館のテープカット 

昭和５３年(１９７８)５月１８日 

 

 左から、佐藤三郎資料館協議会長、斉藤辰夫市

議会議長、相馬大作市長、阿部久米吉酒田市教育

委員会委員長代理、入館第 1 号の市民、画家・戸

田みつき。 

 戸田みつきがハサミではなくテープを持ってい

るのは、開館に合わせて来館してくれたので、急

きょテープカットに加わってもらったためです。 

※役職は当時のものです。 

 

開
館
当
時
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト 
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六十二間小星兜／年代不明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

素懸紺糸威最上胴丸
すがけこんいとおどしもがみどうまる

／江戸期 
 

松山藩三代藩主・酒井忠休
ただよし

が着用した｢紺糸威最上胴丸｣に似ており、何代かは不明で

すが、松山藩主のものと考えられている甲冑です。 

兜の前立（※１）には庄内藩主酒井氏の合印
あいじるし

（※２）を表した｢抱き角｣があり、兜

の鉢は錆地二十八間筋兜で、錣
しころ

（※３）は紺糸威黒塗板が三枚で、吹き返し（※４）

に花菱紋を打っています。胴丸は最上胴丸といい、胴は鉄の帯状の板札を素懸に威
おど

し、

両脇の四か所に蝶 番
ちょうつがい

があります。甲冑を入れる革張りの箱には、庄内松山藩の｢隅入

平角片喰
かたばみ

紋｣が描かれています。 

※１ 前立…兜の前方につける装飾。 

※２ 合印…戦場で敵味方を区別するための標識。 

※３ 錣…兜の鉢の左右から後方に垂れて首を覆うもの。 

※４ 吹き返し…兜の錣の両端を左右にひねり返した部分。 

有栖川宮
ありすがわのみや

熾仁
たるひと

親王の御用弁当箱／年代不明 
 

有栖川宮熾仁親王は、戊辰戦争では東征大総督として出征した人物です。この陶

製の弁当箱は、日清戦争の時に参謀総長として下った広島大本営で使用したもの。

どのような経路で光丘図書館が所蔵するに至ったかは不明です。 

本間
ほんま

蕣華
しゅんか

「桜蒔絵盆」／年代不明 
 

本間蕣華は明治２７年(１８９４)に酒田に生まれた漆芸家。琢成尋常

高等小学校卒業後、鶴岡の田村青畝の元で蒔絵の修業をしました。２１

歳で上京し、漆芸家の辻村松華に師事し、技術を磨きました。 

戦後は国宝修理にも携わり、皇太子の結婚、皇孫誕生の際は宝剣の箱

に蒔絵を施しています。展覧会などでは何度も入選し、日展審査員も務

めました。平成３年(１９９１)没。 

玩具 犬と馬／昭和初期 
 

車輪のついた台に木製の馬や犬をのせて引いて遊ぶ、

男児向けの玩具です。 
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酒田市立光丘
こうきゅう

文庫の歴史 

 大正１２年(１９２３)、本間家三代当主・光丘の功績を顕彰する頌徳会が、本間家八代・光弥より先

祖伝来の蔵書２万冊などの寄贈を受けて財団法人光 丘
ひかりがおか

文庫を設立し、同１４年に｢光 丘
ひかりがおか

文庫｣が開館

しました。 

 光丘は、宝暦８年(１７５８)から４０年近くにわたって、修学のために文庫を兼ねた寺院の建立を江

戸幕府に願い出ていましたが、新寺停止の政策により、実現することはできませんでした。その遺志を

継いだのが光弥です。 

 昭和２５年(１９５０)の図書館法施行に伴い、酒田市は光丘文庫の建物の一部と蔵書の一部を借りて

｢酒田市立図書館｣を開設。同３３年、財団は建物と蔵書などを市に寄付し、その事業を市に引き継いで

解散しました。この時、酒田市立図書館の名称を｢酒田市立光丘
こうきゅう

図書館｣と改称しました。 

 昭和５７年(１９８２)、酒田市総合文化センター内に酒田市立中央図書館が開設されたことに伴い、

光丘図書館を古典籍や郷土資料を専門とする図書館分館とし、｢酒田市立光丘
こうきゅう

文庫｣に改称しました。 

 建物等は平成８年に酒田市指定文化財になりましたが、老朽化に伴い同２９年度に酒田市役所中町庁

舎に移転しました。 

令和６年度には、資料館とともに郷土資料を保管・収集・展示する新たな施設としてスタートする予

定です。 

 

亀ヶ崎城があった江戸時代の資料 
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伊藤
いとう

鳳山
ほうざん

 詩書屏風（紙本墨書）／安政７年（１８６０） 

伊藤鳳山（儒学者）／文化３年(１８０６)～明治３年(１８７０）  

酒田本町の医師・伊藤維恭の二男として生まれた鳳山は、幼少のころに父母と兄を失い、父の友人で大工町の医

師・須貝玄益に引き取られました。 

文政３年(１８２０)に江戸に上り、儒学者朝川
あさがわ

善
ぜん

庵
あん

に入塾。塾長を務め、善庵に代わって大名屋敷で講義を行う

までになります。数え２８歳で善庵の養子に入りましたが、間もなく離縁されました。この時期に田原藩(現愛知

県)第１１代藩主三宅康直の信頼を得たことから、天保７年(１８３６)に田原藩に招かれ、侍講(※)の任に当たり

ました。同藩家老で画家としても知られる渡辺崋山
わたなべかざん

、同藩医の鈴木
すずき

春山
しゅんざん

とともに｢田原三山｣と称されました。 

鳳山は田原藩に身を寄せて以降、何度か藩を離れて江戸や名古屋などに居を移しています。安政５年(１８５８)
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には酒田へ帰り塾を開きましたが、万延元年(１８６０)９月に酒田を離れ、奥州各地を巡りながら江戸に戻りまし

た。この書には「安政庚申歳晩春上浣日」と記されており、酒田を出る半年ほど前の安政７年３月頃に書いたもの

と推測されます。 

※侍講…藩主に仕えて学問の講義をする役割 

 

 

亀ヶ崎御町絵図／江戸後期 
 

 現在の酒田東高校の場所にあった亀ヶ崎

城から酒田の町を描いた絵図です。持地院が

寛政９年(１７８７)に移転した現在地にあ

り、林昌寺が文政６年(１８２２)に移転する

以前の場所に書かれていることから、寛政９

年から文政６年の間に作られた絵図と推測

できます。 

酒田の町は、もとは最上川南岸の｢向う酒

田｣(宮野浦地区)にありました。しかし、度重

なる最上川の洪水や流路の変化により、向う

酒田を船着場として使うことが難しくなり、

永正年間(１５０４～２１)から慶長年間(１５９６～１６１５）にかけて最上川北岸の｢当酒田｣に移転し、河口の

砂丘に町をつくったといわれています。 

 亀ヶ崎城はかつて東禅寺城と呼ばれていました。もともとは酒田東部の四ツ興野にありましたが、文正元年(１

４６６)に｢白髭水
しらひげみず

洪水｣と呼ばれる最上川の大洪水によって崩壊し、文明１０年(１４７８)に東高の所に移ったと

されています。 

慶長６年（１６０１）、最上氏の東禅寺城攻めにより酒田の町ははほとんどが焼失してしまいました。その後、庄

内攻略の戦功から東禅寺城主となった最上氏家臣・志村
しむら

光安
あきやす

が新たな町割りを行いました。この時整備された東西

の数条の大通りや、南北に通る数多くの小路は、現在もほぼ同じ位置に残っています。 

城の名前が亀ヶ崎城に変わったのは慶長８年(１６０３)。この年の３月、酒田湊に７尺(約２メートル)近くある

大海亀があがり、その報告を受けて吉事として大喜びした最上義光が、名前を改めさせたといわれています。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※１ 城代…家老・中老の中から選ばれ、藩主の代理として城を統括しました。 

※２ 物頭…足軽の指揮官にあたる役職です。 

亀ヶ崎御城内之図／嘉永２年(１８４９) 
 

元和８年(１６２２)に最上氏が改易になった後、庄内に入部した酒井

忠勝は鶴ヶ岡城を居城とし、亀ヶ崎城を支城としました。亀ヶ崎城には

城代(※１)が置かれ、忠勝の叔父・松平甚三郎が初代城代となりました。 

この地図は幕末頃の亀ヶ崎城内の様子と、居住していた家臣を記録し

ています。城は４００メートル四方ほどの大きさで、堀が巡らされてい

ました。中央の｢御本丸｣には御殿や兵具・塩焇蔵がありましたが、ここ

には記載されていません。本丸の西側の二の丸に城代と物頭
ものがしら

(※２)の

屋敷があり、本丸と二の丸の周囲に巡らされた三の丸に中級武士の屋敷

が２４軒あったことがわかります。 

地図の左上には｢城外二騎｣として、城郭の外に居住している本間家５

代目本間外衛
とのえ

(光暉)と酒田町奉行の小川渡太夫の名前を記しています。 

 明治維新後、亀ヶ崎城は明治３年(１８７０)に建物の一部を残して取

り壊されました。 
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飛島絵図／文化５年(１８０８)作成、 

安政２年(１８５５)写し 
 

飛島は酒田港の沖合３９キロにある周囲１

０.２キロの小さな島です。江戸時代には庄内

藩から島役人が派遣され、島の行政に当たって

いました。飛島は北前船の風待ち港としての役

割を果たしたと考えられています。 

飲料水の確保と冬の季節風から家屋を守る

ため、島民は島の東側で生活をしてきました。家を建てる平地も限られていたため、勝浦村、浦村(中村)、法木村

の３つの村は戸数を増やさないようにしていました。 

この絵図は、文化５年に作成された絵図を安政２年に写したものです。島の地形や主要な建物、各村の戸数の他、

酒田・加茂・吹浦までの距離を記しています。    

文化５年、庄内藩は飛島に外国船対策のための陣屋を建設しました。地図右側の書入れにある加賀山龍治と神尾

文吉という人物は、当時派遣された庄内藩士です。この絵図の原本は陣屋建設に関連して作成されたのではないか

と考えられます。 

 

 

船絵馬「外川丸」／嘉永２年(１８４９)  
 

｢板子一枚下は地獄｣という言葉があるように、常に天

候に命を左右された船乗りたちは神仏に祈り、神社仏閣

に様々な寄進や奉納を行いました。船絵馬もそのひとつ

です。 

船絵馬は初め幕府の許可を得て外国と交易した豪商の

みが奉納していましたが、北前船交易の発展とともに一

般化し、天保期(１８３０～４４)から明治３０年頃まで

は最も盛んに奉納されました。 

 昭和６０年(１９８５)に山形県立博物館が発行した

左：亀崎御城内塩焇
えんしょう

御土蔵の棟札／文化元年(１８０４) 

右：塩焇土蔵大修復の際の棟札／弘化四年(１８４７) 
 

本丸敷地内の北側にあった塩焇蔵(火薬庫)の棟札です。 

文化元年の棟札には城代をはじめとする役人や棟梁の名前があります。塩焇

蔵はいくつかの絵図に簡略化して場所が示されていますが、実際どのような建

物だったのかは不明です。弘化４年の修復時の棟札によると、蔵を三尺盛り上

げて５寸角・長さ３尺の石を土中に打ち、壁を塗って修復し、屋根を瓦葺
ぶ

きに

したことが分かります。 
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『山形県の絵馬―所在目録―』によると、酒田の寺社では４７点の船絵馬が確認されています。その多くは明治時

代に地元の漁師が奉納したものです。江戸時代、繰り返し火事に見舞われたことも理由なのか、港に近い旧市内に

はほとんど残っていません。しかし、船絵馬奉納の慣習が酒田に根付いていたことは確かです。少ないながらも他

の湊の船乗りが奉納した船絵馬も残っており、北前船寄港地としての酒田の歴史を垣間見ることができます。 

展示している船絵馬は、日吉町の稲荷神社に奉納されたもので、奉納した志満屋は酒田の廻船問屋です。大坂の

船絵馬師・吉本善京の落款があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

酒田湊台町・高田三郎兵衛手船｢住吉丸｣の旗(左)と往来手形(右)／江戸後期 
 

往来手形(船往来手形)とは、江戸時代に諸国を往来する船の船頭が所持することを義務付けられていた証明書で

す。船主の名前や乗組員の数、キリシタンではないこと、通行の目的や地域などが記されています。 

展示しているのは、天保１５年(１８４４)、台町(現在の日吉町)の高田三郎兵衛が手船住吉丸で近国を回って商

売をした時の手形です。酒田町大庄屋・渡辺隼人、長人
おとな

(三十六人衆)の西野珉右衛門、酒田町年寄・鐙谷惣兵衛と

酒田町奉行・小川渡太夫の捺印があります。 

三郎兵衛がどのような人物かは不明ですが、住吉丸は５０石(７.５トン)積みの小船で、船頭、水主
か こ

と３人で商売

のために近国を回りたいと書いてあります。 

 

 

本間光丘が使用した｢御貸金方御用箪笥｣／江戸期 
 

本間光丘(享保１７/１７３２～享和１/１８０１)は、酒田

の大地主本間家の第三代当主であり、本間家中興の祖といわ

れています。米取引を中心とした商売のほか、酒田の商人や

米沢・松山・新庄など多くの藩を相手に金融業を営みながら

土地を集積し、強大な財を築きまし

た。公益家としても名を残してお

り、光ケ丘の砂防林植林や、神社仏

閣の造営など、数多くの功績を残し

ています。山王祭が京都の祇園祭に

倣った盛大な祭となったのも、光丘の力によるものと考えられています。 

光丘は商人として活躍しただけではなく、武士の身分を得て庄内藩に仕えていました。

明和４年(１７６７)、光丘は庄内藩の｢御家中勝手向取計｣に任命され、藩財政の立て直し

に取り組みました。その方法は家中(家臣)を苦しめていた多大な借金を肩代わりし、低利

の年賦償還で返済させるというものであり、鶴岡の小姓町(現県立鶴岡北校正門付近)に置

いた貸金役所(本間役所)で金融事務を行いました。 

箪笥はその当時使用されたもの。扉の裏に｢明和亥四年｣｢本間久二二郎(久四郎)光丘｣な

どの墨書きがされています。 
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酒田県から山形県へ 明治初期の県政資料など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第二次酒田県の所轄地と事務取扱課目の通達文（部分）／明治５年(１８７２) 
 

明治維新後、酒田の統治機構は明治元年(１８６８)に酒田民政局、翌年に第一次酒田県、さらに翌年に山形県酒

田出張所へと移行しました。 

 明治４年１１月に発足した第二次酒田県では、数年に渡って続いていた｢天狗騒動(※)｣を武力で抑えるために旧

庄内藩士を県政に起用し、参事は松平
まつだいら

親
ちか

懐
ひろ

、権大参事は菅
すげ

実
さね

秀
ひで

が務めました。騒動の鎮圧に総力を傾けた酒田県

では当初、その前身である山形県酒田出張所・大泉県・松嶺県の行政機構を運用していました。明治５年１月に騒

動を鎮めた後、第二次酒田県としての行政機構の整備に着手しています。展示資料は、明治５年４月に酒田県が｢本

県所轄之地｣と｢事務取扱課目｣を通達した文書です。旧山形県酒田出張所に酒田県庁を、鶴ヶ岡と松嶺に出張所を

置き、それぞれの所轄地を定めています。また、庶務課をはじめとする４つの課を置き、管内の事務に当たるよう

定めています。 

 

※天狗騒動…戊辰戦争後に生活が困窮した酒田県下の農民たちは、雑税の免除などの嘆願を酒田県に提出しました

が、県はこれを認めませんでした。このことから、｢天狗党｣を名乗る人々が大庄屋宅の襲撃や米屋の

打ちこわしをするなどした｢天狗騒動｣が起こりました。 
 
 

酒田県が発行したお金「酒田県札」／明治２年(１８６９)発行 
 

明治初年の日本の通貨は、維新政府が財政を補うために発行した

｢太政官札｣、江戸時代から各藩が発行していた｢藩札｣、各府県が発行

した｢府県札」、さらに幕末の開港とともに流入した洋銀など、多種多

様な貨幣が流通する事態となり、大混乱というべき状況にありました。 

政府は混乱を正し、近代国家に相応しい貨幣制度の確立のため、貨

幣の統一を進めました。明治４年(１８７１)５月に｢新貨条例｣が制定

され、日本の貨幣制度は｢円｣を単位とする新しい通貨によって統合さ

れることになりました。 

酒田県では、八百文、三百文、二百文、百文、五十文、二十五文の

酒田県札を発行しました。展示しているのは明治２年(１８６９)に発

行した三百文と百文の県札です。金額を書いた札と、発行年及び正貨

(銀)との引替期限を書いた札があり、２枚で一組だったと考えられま

す。この県札は明治己巳(明治２年)に発行され、引替期限は庚午(明

治３年)５月でした。 
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近代化が進んだ明治～昭和初期の資料 
 

酒田の学校教育の始まりと｢琢成学校｣の歴史 

 酒田で最初の学校は、明治２年(１８６９)に天正寺につくられた｢学而館｣です。戊辰戦争後に酒田の

統治に当たった民政局長官・西岡周碩が設立し、詩文や習字を約１００名の生徒に教えました。しかし、

熱心に活動していた西岡が去ると教育の質が落ち、｢学校規則改正につき、当分止められ候事｣という酒

田県からの通達によって、わずか１年５ヵ月で閉校しました。学而館は短命で終わりましたが、酒田の

学校教育の祖となりました。 

明治５年(１８７２)８月、｢学制｣が発布され、全国各地に小学校、師範学校が設立されることになり、

酒田と周辺地域にも学校が続々と設立されました。明治８年(１８７５)にそれら小規模学校を合併して

｢鳴鶴学校｣が新設され、明治１２年(１８７９)、鳴鶴学校を母体に｢琢成学校｣が開校します。秋田町に

建てられた木造３階建ての琢成学校は、当時の山形県内最大規模の学校で、生徒数は最も多い時で１,３

００人を超えました。酒田中学も併設し、鶴岡の文学者・高山樗牛もここで学びました。 

しかし、わずか４年後の明治１６年(１８８３)に起きた火事で類焼し、再建した校舎も明治２０年(１

８８７)に火事で全焼しています。翌２１年に｢酒田尋常高等小学校｣と改称し、泉流寺の畑地(現在の酒

田市総合文化センター)に再建されましたが、６年後の庄内地震によって校舎が倒壊します。災難続きの

学校だったのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本町通りの突き当りにあった琢成学校 

／明治１５年(１８８２) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    家坂徳三郎(徳翆軒)撮影 

               酒田尋常高等小学校の校庭で体操をする小学生／明治後期 
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酒田の写真館の草創期 

 写真は文明開化を象徴する技術のひとつです。酒田でも明治時代に写真館の営業が始まっています。

現在、当時の写真館は残っておらず、明治２７年(１８９４)の庄内地震や度重なる火事などにより、全

容を把握すること難しくなっていますが、ガボリオ・マリ氏(元慶應義塾大学教授)の研究によると、現

在分かる限りで最初に写真館を開業したのは白崎民治という人です。開業時期は明治１３～１５年(１

８８０～８２)頃でした。 

｢酒田尋常高等小学校の校庭で体操をする小学生｣の写真を撮った家坂徳三郎は、明治１８年(１８８

５)に徳翆軒を開業したといわれ、酒田の写真館の草創期に活躍した写真師の一人です。同じ頃に、酒田

で洋画の先駆者として活躍した池田亀太郎が池田写真館を開業したといわれています。ほかにも松山堂、

長谷川写真館、美影堂、華影軒、玉影館が開業しています。酒田の町並みや酒田港風景などを写した写

真は絵はがきにもなっており、昔の酒田の姿を記録した貴重な資料となっています。 

資料館ではこうした古い写真や絵はがきのほかに、フィルムが普及する以前に撮影に使われていたガ

ラス乾板も収蔵しています。鐙谷家で使った電話機のとなりに展示している電話交換室の写真は、収蔵

しているガラス乾板からプリントしたものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ガラス乾板                   プリント（新井田川の写真） 

 

 

明治２６年(１８９３)１０月３日付｢荘内新報｣ 
 

酒田で最初に発行された新聞は、明治１４年(１８８１)に自

由民権運動家・森藤右衛門を社長とした｢両羽新報｣でした。｢荘

内新報｣は明治２３年(１８９０)に創刊した、一般紙としては

２番目に古い新聞です。 

酒田市立資料館では昨年度、明治２６年(１８９３)の｢荘内

新報｣をまとめて入手しました。新聞は大量かつ大判であるこ

とに加え、古紙として利用されるという性質上、後世に残るこ

とがあまりありません。特に酒田は明治２７年(１８９４)に発

生した庄内地震で、数多くの歴史資料を失っていることもあり、

庄内地震以前の新聞がまとまった形で見つかったことは、非常

に意味のあることです。 

この年の紙面には、令和３年に国指定史跡となった山居倉庫

の開業、女性写真師・池田まさによる写真館玉影館の開業、前

年に亡くなった俳人・夏静の句碑を日和山公園に設置すること

を報じる記事などがみられます。 

この日の新聞には、米の売買を行う｢株式会社酒田米商会所｣

の役員と仲買人が、９月２８日に農商務大臣の認可を得て、米

商会所が｢株式会社酒田米穀取引所｣として再スタートしたことを伝える広告を出しています。 
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１１月５日付の新聞には、米穀取引所附属倉庫として建設された山居倉庫の落成開業を伝える記事が掲載されて

います。天長節(天皇誕生日)の１１月３日に盛大に執り行われた開業式典では、門に国旗を飾り、式場の廊下にも

数百の紅色の灯りが飾りつけたことや、名妓の踊りなどが披露されたことが記されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左：１０月３日付｢荘内新報｣に掲載された酒田米穀取引所認可の広告 

右：１１月５日付｢荘内新報｣に掲載された山居倉庫落成開業式の記事 

 

 

酒田の郵便事業のはじまり 

 日本の郵便制度は、明治４年(１８７１)１月に官営として発足しました。欧米を視察し、日本への郵

便制度導入に尽力した駅逓頭・前島密は、日本近代郵便制度の父として知られており、現在でも１円切

手にその肖像画が使われています。 

 酒田では、明治５年(１８７２)７月に本町に「酒田郵便仮役所」が置かれ、郵便事業が始まりました。

翌年３月には本町の渡辺久右衛門宅に｢酒田郵便取扱所｣が置かれ、伝馬町の白崎良弥が郵便取締役を務

めていた明治８年(１８７５)に｢酒田郵便局｣と改称しました。 

 明治２９年(１８９６)、本町五丁目に最初の郵便局庁舎が新築されました。全国的に郵便局と電信局

の併合が進められていた時期で、｢酒田郵便電信局｣として郵便業務と電気通信業務を行うようになりま

した。同３６年(１９０３)に｢通信官署官制｣の公布により｢酒田郵便局｣と改称しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

酒田郵便電信局 市外集配図／明治３３年(１９００) 
 

酒田郵便電信局時代の集配図です。鵜渡川原、本楯、西荒瀬など集配地域が広範囲に渡っていることがわかりま

す。集配人として働いていた人が持っていたもので、携帯しやすいよう、折りたたんだ裏面に厚紙を張っています。 

地図に示されている｢函場(はこば)」とは、郵便局からの委託を受けて、郵便局がない地域や人口が多い地域では

がきの販売をしている家のことです。その家の前にはポストが置かれました。｢郵便切手類販売所｣と名称が変わっ

た現在も続けている個人宅があり、コンビニエンスストアなどもその役目を担っています。 
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酒田の電気事業のはじまり 

電気(電灯)が日本に初めて登場したのは明治１５年(１８８２)でしたが、酒田で電気事業が始まるま

でには、かなりの時間を要しました。 

明治後期の酒田では、町外にある発電所から電気を買うか、新たに発電所を設置するか議論が起き、

その結果、明治３９年(１９０６)に町営電気事業の創設を議決。日向村升田(旧八幡町)に酒田町営電気

第一発電所を建設し、日本に初めて電灯が灯った日から２６年後の明治４１年(１９０８)１１月４日夜

７時３０分、ついに酒田に電灯がつきました。 

 

 

酒田町営電気開業を祝う電気装飾 

／明治４１年(１９０８)１１月４日 
 

酒田に初めて電気がついた時の写真です。本町四丁目(現在

の酒田産業会館の場所)にあった町営電気作業所前には電飾

が作られ、電柱に｢酒電｣と書かれた看板と、大きな電球が取

り付けられています。電気の灯りを一目見ようと、電飾の下

は見物客でいっぱいです。同年には電話も使えるようになり

ました。 

 

 

鐙谷家が酒田で最初に使った電話機／明治２９年(１８９６) 
 

酒田では明治４１年(１９０８)１２月から電話交換業務が開始されま

したが、酒田米穀取引所の仲買人をしていた鐙谷家では、それより１２年

も早い明治２９年(１８９６)に、鐙谷家と取引所との間に私設で電話を

引いています。それほど離れていない場所にありましたが、わざわざ電話

でやりとりをしたほど、｢待ったなし｣の判断が米の取引に必要とされたのでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

酒田郵便局にあった電話交換室／大正時代 
 

写真には、電話交換手の女性たちが写っています。当時の電話は、受話器を上げると電話交換室の電話交換手に

つながり、電話をかけたい相手先を伝えてつないでもらいました。 
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待望だった陸羽横断鉄道酒田線(陸羽西線)の開通 

大正３年(１９１４)１２月、酒田駅が開業し、陸羽横断鉄道酒田線(陸羽西線)が開通しました。翌４

年４月には酒田駅と酒田港を結ぶ臨港線が敷設され、貨物専用の最上川駅(酒田港駅)が設置されました。 

４月２５日には日和山で開通記念の式典が開かれ、鉄道院総裁の仙石貢が祝辞を述べています。式典に

は来賓千数百名が参列し、芸妓１４０人が出演して祝賀芸能大会を行うなど、盛大に執り行われました。 

また開通を祝う花火大会が４月２４～２６日の３日間にわたって開催され、長い間の誘致運動がよう

やく実を結んだ酒田は祝賀ムードに包まれました。 

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

陸羽西線開通式祝辞／大正４年(１９１５) 

 

 

 

 

 

 

 

 

祝開通煙火番組／大正４年(１９１５) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

酒田鉄道開通記念の絵はがき／大正４年(１９１５) 
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酒田町上水道案内図／昭和４年(１９２９) 
  

酒田の上水道は昭和５年(１９３０)に敷設されました。それまで用水はすべて井戸水に頼っていましたが、水質

はあまりいいものではなく、水量が不足することもありました。 

この案内図は、敷設工事が始まった昭和４年に作成されました。酒田一円を配水区域をとし、この年の４月に酒

田町亀ヶ崎として合併した鵜渡川原村も給水区域となっていることがわかります。 

 

 

酒田町水道竣工記念品の桐火鉢／昭和５年(１９３０) 
 

酒田町水道竣工の記念品として、酒田の名工として

知られる初代斎藤兼吉が制作した桐火鉢です。昭和５

年１１月１１日に行われた竣工式で、参加者全員にこ

の火鉢を２個ずつ、さらに町長、助役、町会議員、工事

関係者などに記念品代として現金が贈られました。 

宴会費を含めた竣工式費用は３万円。当時としては

大変高額でした。これが新聞に報道されると、不景気の

どん底にあった影響もあってか町民の不満が一気に高

まり、同月２１日にはこの出費を不当なものとして追

求する町民大会にまで発展しました。 

 大会には２,０００人に及ぶ町民が集まり、弁士３人

が警察に拘束される混乱のなか、後に衆議院議員にな

った新聞記者・池田正之輔が議長となり、町長と助役の

即時辞職などを決議しました。中里町長はこの要求を

拒否しましたが、事態の悪化を恐れて新聞で町民に対

して陳謝しました。 

納得しない町民が再び町民大会を開きましたが、酒

田警察署は治安妨害として無届示威運動の名で弁士ら

を拘束し、問題は次第に収まっていきました。 

 

 

←火鉢の底には、「酒田水道竣工紀念、昭和五年十一月」  

のハンコが押され、斎藤兼吉のシールが張ってあり 

ます 
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戦時中の資料 
 

日中戦争から太平洋戦争の時代 

 昭和６年(１９３１)の満州事変、翌年の満州国建国以降、軍国主義政策を拡大していった日本。同１

２年(１９３７)７月に始まった日中戦争では、さらなる大陸進攻を推し進め、昭和１６年(１９４１)１

２月８日にはイギリス、アメリカに対して宣戦布告し、ハワイの真珠湾を攻撃。太平洋戦争が始まりま

した。 

開戦当初は優勢だった戦局は、戦いが長期化する中で劣勢となり、昭和２０年(１９４５)４月には、

アメリカ軍が沖縄に上陸。８月には広島、長崎に原子爆弾を投下しました。さらにソ連軍が中立条約を

破って参戦し、満州・朝鮮方面で攻撃を開始。ついに日本政府は降伏を決定し、８月１５日に終戦を迎

えました。 

戦争は多くの命を犠牲にし、国民に厳しい負担を強いてきました。酒田からも多くの男性が出征し、

戦況の悪化とともに大人だけではなく少年少女たちも、食糧増産のための農作業や、軍需工場などでの

労働に明け暮れました。終戦間際には、２度の空襲で第一国民学校(現在の酒田市総合文化センター)や

港湾施設などが被害を受け、死傷者も出ています。 

 

 

 

 

盛大に見送られた出征兵士 
 

 酒田から出征する兵士は、酒田駅前の八雲神

社で｢武運長久｣を祈ってから、中学生のブラス

バンドを先頭にして酒田駅まで行進しました。

沿道は｢日の丸｣の小旗を持った大勢の市民で埋

め尽くされました。 

 

 

 

 

 

旧平田町から出征して戦死した佐藤好
よしみ

さんに贈ら

れた寄せ書き入りの日章旗 

 

戦時中、戦地に兵士として出征した人は、家族や

親類、友人、近所の人たちが寄せ書きをした日章旗

を持って戦いました。この日章旗は、旧平田町に生

まれ、２５歳という若さでフィリピンで戦死した佐

藤好さんが持っていたものです。 

アメリカ兵は、日本兵の日章旗や写真を戦利品と

して持ち帰っていたそうです。好さんの日章旗は、

アメリカ人のドナルド・ストルニアーさんが、兵士

だった義理の父親の遺品を整理していた時に見つけました。 

現在、ＮＰＯ法人｢ＯＢＯＮソサエティ｣が、このような戦没日本兵の遺品を日本の遺族に返す活動をしています。

好さんの日章旗は令和３年９月、このＮＰＯと日本遺族会、酒田市の平田遺族会、酒田市社会福祉協議会などの協

力により、酒田に住んでいた佐藤厚さん（好さんのおい）に届けられ、新聞やテレビなどで報道されました。 

令和４年２月に酒田市立資料館が寄贈を受け、大切に保管しています。 
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戦地の出征兵士に送った｢慰問袋｣ 
 

戦時中、出征した兵士を慰め、元気づけるため、戦地に｢慰問袋｣が送られていました。中身は慰問状、お守り、

薬品、日用品(石けん、ちり紙など)、缶詰、写真など。袋は手ぬぐいなどで手作りしたほか、市販品もありました。 

日露戦争の時に、出征軍人家族慰問婦人会、愛国婦人会などが作ったことが始まりといわれています。 出征兵士

の増加により、学校でも慰問袋作りが行われるようになりました。 

 写真は、酒田から中国大陸に出征した人が、自分に送られてきた慰問袋の中身を撮影したもの。梅干しなどの缶

詰、ドロップ、キャラメル、将棋と囲碁の簡易ゲームのほか、｢日の出ウヰスキー｣と書かれた箱が見えます。 

 

 

戦時中に市民が強いられた負担 

 日中戦争が始まると、民需産業の軍需産業への転

換、徴兵などによる労働力不足に伴って物資・食糧

が不足し始め、昭和１４年(１９３９)から米の配給

統制が実施されました。物資統制は、戦況の悪化と

ともに強化され、あらゆる食料品、日用品、衣料品

に及びました。 

 また昭和１６年(１９４１)の｢金属回収令｣により

金属供出が本格化し、鉄・銅・金・銀・アルミニウム

などの金属を使った家庭用品は、釘１本まで強制的

に供出させられました。そのため、人々は金属以外

のもので作られた生活用品を代用していました。 

 

 

 

紙製の灯火管制カバー 
 

 戦時中は、部屋の明かりが外に漏れて攻撃の目標にならないように照

明の使用が制限されていました。 

この｢灯火管制カバー｣は、外に明かりが漏れないよう電灯を覆ってい

たものです。カバーの外側には、使用できる明かりの条件や、「漏るる

一燈敵機を招く」という防空標語などが書いてあります。紙製のカバー

以外にも黒い布で電灯のまわりを覆ったり、窓に黒いカーテンをひいて

外に明かりが漏れないようにして夜間の空襲に備えていました。 

衣料切符 
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紙製の洗面器 
 

 金属の代わりに古紙を利用して作られたものと思われます。

洗面器の側面には、微かに文字も見えます。 

 

 

 

 

 

 

 

紙製のちりとり 
 

ふちは鉄製ですが、それ以外は紙で作られています。 

 

 

 

 

 

明治～昭和に作られた酒田の市街図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

明治３６年(１９０３)の酒田市街全図 
 

 亀ヶ崎城跡には堀の形がはっきりと描かれています。明治３６年に竣工した最上川改修工事以前の最上川河口の

形がわかり、まだ江戸時代の酒田の面影をとどめています。 

※北を上にするために向きを逆にしています 
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大正１１年(１９２２)の酒田市街全図（複製） 
 

 大正３年(１９１４)１２月に陸羽横断鉄道酒田線(陸羽西線)が、翌年４月には酒田駅と酒田港を結ぶ臨港線が敷

設されました。最上川河口の様子も改修工事によって大きく変わっています。 

松林が広がる光ヶ丘には、大正８年(１９１９)に整備された光ヶ丘運動場が見えます。当時の新聞には学校や団

体が参加して運動会が行われていたことが報道されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

酒田市最新明細地図／昭和８年(１９３３)５月１日発行 
 

酒田市制が施行された記念に発行され、地図上部には｢祝 酒田市制｣とあります。 

山形県では、市制・町村制が施行された明治２２年(１８８９)に山形と米沢が市になり、ついで大正１３年(１９

２４)に鶴岡が市となっています。酒田町では大正３年(１９１４)から市制施行を模索していました。昭和４年(１

９２９)に、酒田町と鵜渡川原村(現在の亀ヶ崎地区)が合併。人口２万９,９７９人の酒田町となり、町から市にな

る人口条件を満たし、その４年後の昭和８年４月１日に待望の｢酒田市」が誕生しました。 

この地図は光丘文庫

デジタルアーカイブ

でもご覧になれます。 
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酒田市案内図／昭和９年(１９３４) 
 

 酒田の住宅地図類としては、現在確認されているもので最も古い地図です。地図には商店や施設名が多数掲載さ

れており、当時の商店などの場所を知ることができる貴重な資料です。 

裏面は｢酒田商工案内｣と題して、酒田の商店などをいろは順に掲載しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和３４年(１９５９)頃の酒田市街図 
 

 鉄興社大浜工場(現東ソー)、花王石鹸(現花王)などの工場がある大浜工場地帯は、戦時下の軍需品生産基地とし

て造成されましたが、戦後も発展し続けています。 

この地図は光丘文庫

デジタルアーカイブ

でもご覧になれます。 
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酒 田 の 市 街 地 を 写 し た 航 空 写 真 ／ 昭 和 三 十 年( 一 九 五 五) 頃 


